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（A 、 ＿ 　 1 　t 　‘ 　＿SultaR　a1一艶u　ara）という称号を得ていた。詩の水準は、一般的に表面的で、アーザードの
作品は、以前より一層悪くなっていた。もっとも、ハーリーの詩は、大変熱心に傾聴された。実
の所、これらの詩会を通して、彼は皆の注巨1の的となっていたのである。」⑦
　別の所で、ギャルサソ・ド・タッスd一は、1874年11月20日付のパソジャーブ協会の新聞の記
事を引用しているが、それによると、この詩会は盛会であり、ホルロイドもこれに満足していた
ように思われる一
　「今やパソジャーブ協会は、プリンス・オブ・ウェールズの後援を得る栄誉に浴している。そ
の1874年11月に蘭催された、月例の詩会では、決められた集会場に、カレッジの学生、町の有力
者、進歩を望む人達の他、有名な詩人達が集まった。パティヤーラーの首相カリーファ・ムハソ
マド・ハサソ（恥a11fah　M晦ammad　Hasan）も、教育相のカリーファ・ムハソマド・フサイ
ソ（Khal1fah　Muhammad　Husa呈n）やパティヤーラーの他の高官を伴なって臨席されていた。
協会の創立者でパソジャーブ教育局の局長ホルwイド少佐も、集会の威厳を高められていた。詩
人の中では、アターCA鋤、ハーリー、アーザード、キシャン・ラール（Ki§han　Lal）、ハキー
ル（Haqir）、ラフィーク（Rafiq）、フマー（Huma）といった詩人が重要である。彼等は、『正
義』という詩題で詩を聞かせた。外から寄せられた数篇の詩も読まれた。その中のいくつかは、
他の詩題に関するものであった。この詩会は大変成功し、詩人達は、大いに称賛された。ペルシア
語とアラビア語の他、ウルドゥー語にも大変堪能なホルロイド少佐自身、大層満足された。（8）」
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（8）第7回詩会
　第7回詩会の詩題は、r仁徳」（muruwwat）で、1874年12月19日に開催され、14名の詩人が
参加した。
　アーザードがこの詩会で発衷したのは、「正義の別離」（Widガーe　in§5f）という、119詩句か
ら成るマスナヴィーである（9）。
　このマスナヴィーは、朝の訪れの描写から始まる。早朝の礼拝の刻を告げる声を聞いて、「私」
は詩作の手を止め、散歩に出かける。晃ると、人々が荒野の方に歩いてゆく。驚いて何事かと尋
ねるが、誰も答えてくれない。「私」も人々について行く。すると町から出てしまい、ラーヴィー
川の畔が見えてくる。道端の木影に、見ると、一人のNが、立腹した様子で坐っている。その前
では、人々が泣いている。
　王は、腰から剣をはずし、王冠を脱ぎ捨てた。「私」は驚き、どうしたのかと人々に聞くが、
入々は荘然としており、答えてくれない。やっと一人の老人が、教えてくれた。あれは、この世
に仁徳を行き渡らせていた「仁徳の王」であり、この世の様子が変わり、人々が信仰を失ったの
を見て、隠棲しようとしているのだ、と。
　王は、立ち上がり、「先の事を考えぬ奢どもよ」と人々に呼びかける一
大天使が私をこの世に送ったのだ
　全世界の神の被造物の聞で
仁徳の教えが彼等のものとなるように
　そして体制が仁徳に基づくようになるように、と
互いの友好によって皆の事が運び
　姜行によって皆の名が世に広まるように、と
神がこの世界を生み出した時
　そして世界を臨果の世界とした時
ここでは、一人の仕事は他の～人に依存しており
　そして二人には互いに鎖がつながっており
そのつながりを離すのは可能ではなく
　そして離れて事を為すのは可能ではない
互いに付き合って皆がこの世で暮らしてゆけるように
　互いの仁徳に皆の支えがあるようにすべきなのだ
そして皆に世界の神の支えがあるように
　それなくして世界の存在がないようにすべきなのだ
しかし、ここでは皆、高慢の酒を飲んで坐り込んでいる
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　傍らに神性の主張を抱えて坐り込んでいる
彼等の高慢は天よりも高く
　そしてさらに我がままと利己主義がある
この人々は他人への悪を善と考え
　そしてこの世の誰も眼中にはない
ああ、我が位階を誰も知り得なかった
　そして私が説いたことを誰も受け容れなかった
しかし、この世でこのような事を行っている者達は
　或るH、その結果を自ら見ることになるだろう
今、世の人々は我が敵であるけれども
　そして我が敵は真理を消し去ろうとしているけれども
しかし、皆、敵意を持つがままにしておけばよいのだ
　脱がれて何処へ行かれよう、ここに私がおり、彼等もいるのに
　するとそこヘエ人の男が泣きながら現われる。この二人は、「仁徳の王」の宮廷で大臣の職に
あり、この二人によって「仁徳の王」の統治が行われていた。この二人の内、一入は、「慈悲」
（rahm）であり、もう一人は、「恵み」（karam）であった。
　二人は王の前に来て、王にこう述べる一
　確かに、この世には、忠誠は影も形もなく、安らぐこともできません。世の人々は、皆、嘘の
物語に心を捧げており、また、何時でも刃向かうつもりでいます。陛下の決心は全く正しいとは
申せ、しかし、この世には、誠実の美徳を持った人もいるのです。こういった人達は、陛下の前
で、一度感謝したいとのみ念じているのです、と。
　これを聞いて王は感銘を受け、願いを聞き入れようと言う。かくして人々が次々と王に感謝す
るために現われる。最初に現われた一団の中には、寛大さで有名なハーティム・ターイーがいる。
次には、威厳のある人々が現われる。これは、正義の国の震主達であった…。
　ここでこのマスナヴィーは、中途半端に終わっている。ギャルサン・ド・タッスィーは、この
詩会について、記録を残していない。
（9）第8回詩会
1875年1月30日に開催された第8園詩会の詩題は、「満足」（qand　‘at）で、18名の詩人が参舶
した。
　ギャルサソ・ド・タッスィーによると、この詩会は盛会で、土地の有力春やラホール・カレッ
ジの学生、多くの一般大衆が参列した。いつものように、まず、送付されてきた詩から詩会は始
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められ、その後、若い詩人達が自作を発表した。若い詩人達に次いで、アーザードら年長の詩人
達が詩を発表したが、ギャルサン・ド・タッスィーの言によると、「彼等はその洗練された表現
形式、整序された想像力で全員を魅了した」という（1°）。
　この詩会でアーザードが発表したのは、120詩句から成る「満足の宝庫」（Ganj－e　qanガat）
というマスナヴィーである（11＞。
　このマスナヴィーも、寓話的な内容で、人間の魂の中を、想像力を駆ってはっきりと見ること
のできる「私」が登場する。「私」は、いろいろな心を通り抜けた後、一つの清らかな心に入り
込む。そこでは宴が行われており、光が輝いていた。宴の主人は、老若男女から尊敬され、「満
足様」（馳w盃jah　qanざaのと呼ばれる人であった。彼は世の中に何の関心も持たず、世俗の欲
望を決して持たなかった。
　或る日、彼の許に一通の手紙が届く。そこには、世の人々が欲望の囚となっていることが詳し
く記してあった。「満足様」は、これを読んで嘆き、このことを大天使に知らせる。「満足様」
自身も、手紙を書く一世界は食欲に支配され、信仰は失われてしまいました。私はもうここ
に住むのは御免です。呼んで下さればすぐに参ります、と。
　人々の様子を知ると、大天使はすぐに人々を全員召集するように命じる。謁見場には心の中を
はっきりと映し出すことのできる鏡が置かれる。
　人々が集まってき、そして集田毎に分けられる。各集団が、鏡の前に進み出る。最初に現われ
たのは、世間では軽視されているが、卓越した学芸を飽くことなく求める入々。大天使は彼等に
栄誉を授ける。
その後もう一つの集団が現われたのです
　そしてそれには奇妙な光景が見られたのです
震欲に我先にと現われたのです
　しかし神秘の鏡の前に進み出ると
そこに頭から爪先まで姿が映ったのです
　そこに動物の姿が映し出されたのです
その体には環もなく喉もなく
　食事をするために全身胃となっていたのです
満足すべき物を何も持たず
　蝿のようにあちらこちらとたかっていたのです
汚名の中で沼々を送り
　そして唇は蝿のようになめていたのです
しかし、彼等の貧欲の震えは減らなかったのです
　ふるいのように、彼等の胃は～杯にはならなかったのです
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　次に現われた、安楽を食る者達は、牛の姿で鏡に映り、その次の偽善者達は、狐の姿、と詩は
続くが、種が尽きたかのように、唐突に詩は終えられている。
（10）　第9［≡聾詩会
　ド文明」（tahdhib）という詩題で、1875年3月13日に朋催された第9回詩会については、詳
細が不明である（12）。ムハンマド・サーディクが引用している新聞記事には、「この3月13Bに
協会で詩会が行われたが、詩人達の中に有名な詩人は～人もいなかった。そのため、この度は、
アーザード疵は、大いに満足して、そして晴れ晴れと自作のマスナヴィーを読んだQこの集会に
は、アーザード幾以上に有名な詩人は他に～人もいなかったが、この集会は、以前になかった程、
浩気がなかった。優れた詩人は一人もおらず、高い見識を持った人々もいなかった。多分、デリー・
ダルバールで、多くの人々がデリーに行ってしまったため、この集会は活気がなかったのだと懇、
われる」とある（13）。この記事はさらに続けて、ラフィークという詩人が、書記の制止もきかず、
『パソジャービー・アクバール』を非難した、と記している。ラフィークは、アーザード派の詩
人であり、ここで恐らく、いつもアーザ～ドに批判の目を向ける新聞1’パソジャービー・アクバー
ル』に毒づいたのであろう。この記事を書いたのはアーザードに批判的な人物であるから、この
記事をそのまま信用する訳にはいかないが、第9回詩会は、いつもとは異なった雰闘気で行われ
たと推測される。
　さて、この詩会でアーザードが発表したマスナヴィー「文明の根源」（Ma＄dar－e　tahd癒bRこ
ついて検討してみようQこれはユ44詩句から成り、（14）
地上に太陽の最初の視線があった日
　そして世界の飼造物の最初の朝があった臼
全ての元素の性質は中庸にあり
　そして中庸によって全ては完壁だったのです
と、世界の太初の描写から始められている。
　太陽の恵みは普く、世界には何も危険も困難もなかった。大天使は世界を優しく見守っていた。
大天使は、愛情を示すため、地上に「仁徳の王」（Khusrau－e　akhlaq）を派遣する。　「仁徳の
王」は、誰彼の区別をすることなく、全ての者に恩恵を施したので、その名声を慕って、各地か
ら人々がやって来る。やって来た人達は、皆、栄誉、称号を与えられる。その中に、「悪ふざけ」
（haza1）、「瑚笑」（tamaskkur）そして「頓智」（zarafat）もいた。彼等は宮廷のお気に入りと
なり、「悪ふざけ」と「噸笑」は大臣に、「頓智」は廷臣となる。これは世に悪影響を及ぼした。
礼儀作法は乱れ、誠実さがなくなってしまった。この有様を、「仁徳の王」は大天使に書き送る。
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その結果、天上より、「怒り」（qahr）が派遣されてくる。「悪ふざけ」、「嘲笑」、「頓智」は恐
れをなして逃げてしまう。礼を欠いた人々は、罪を問われ、恐れおののく。
　王は、人々の困窮を見るに見かね、「文明」を地上に送らせる。
　地上に降り立った「文明」は、r理性」を大臣として、人々の秩序の回復に努め始める。まず、
第～に、学校教育に関して布告が出される一
即ち、まず最初に「文明」が式典を催した時
　人々の秩序について次のような整備をまず行ったのです
世界のあちらこちらにある学校では
　そこでは新しい布告が強く実施されなければならないのです
ここの少年達は非常に努力をしていますが
　口で単語や意味を記億してはいますが
しかし、心にはその影響が全くなく
　そして世の人々は彼等に信頼を麗いていないのです
もし、心に影響があるならどうして実行しないのでしょうか
　自分の悪を善にしようとどうしてしないのでしょうか
とかくする内もう～つの布告が出されたのです
　諸々の協会の会合が至る所で行われているが
それらの議論は口に頼るものであってはならない
　それらは皆雑誌に載せて広められなければならない
それらの自的の恩恵が世に広く行き渡るように
　学問の論議が全世界で行われるように
しかし、それについては次のことが強調されなければならない
　利益になる事は皆心に留められなければならない
～致翅結してそれを前進させるようにしなければならない
　そして対立によって事を決して壊したりせぬようにしなければならない
以上の詩句でこの詩は終わっている。
　通説では、1875年3月13Nの第9回詩会をもって、所謂パソジャーブ協会の詩会は終了したと
されている。しかし、サフィヤ・バーノーは、アーザード家所有のパソジャーブ協会関係資料の
中に、「徳性」（akh1盃q）に関して、ファイズという詩入の書いた詩の草稿があること、そして
『アーザード詩集』に、「真の晶格」（§harafat－e　haqlql）という、「徳性jに関係したマスナヴィー
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が収録されていることから、「徳性」という詩題で第10回詩会が行われたのではないかと推測し
ている（15）。
　「真の品格」は、33詩句から成る短いマスナヴィーであるが（16）、内容的には、家柄よりも個
人の能力の方を重視する思想を明確に打ち撮している点、暗記中心の勉学を批判し、身を修める
ような勉学、社会に有益な学問を奨励している点で重要な作品である一一
私は決して尋ねたりはしない、汝の名が何であるのか
　先祖の名や土地が何であるのか
家季丙に月ヨはなく、財’産にも月ヨはない
　ここでは名にも印にもJiElはない
汝の働きが良ければ名は良く
　家柄も良く、家も良く、全てが良い
無から現われ、どの土の上にまず落ちたのか
　最初に足を踏み出したのは、どの地面であったのか
汝が少年時代を王宮で過ごしたのか
　それとも貧苦の中で掘立小屋で育ったのか
私にはその誇りもなければ恥じらいもない
　しかし、尋ねる事があるとすれば、尋ね続ける事がある
即ち、仁徳の國を歩んでいるかどうか
　軒高な意気が手中にあることを表しているかどうか
私には興味がない、汝がカレッジで学んだか否かということは
　学年の階段を汝が上がったか否かということは
本を読んで暗唱しても何になろう
　そしてそれの試験を受けて通ったとしても何になろう
汝の振る舞いにまで何か影響があったか否か
　口で唱える声が心にまで届いたか否か
口で唱えていることの、その影響は心で受け止めよ
　書物に書かれていることが心に住み着くように
言葉と心が互いに～つとなる時
　人もまた当然善良となる
学ぶのは誰も彼も学んでいる
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数千の鵬鵡が章句を学んでいる
私に言わせれば、その知識はまだ不十分なのだ
　その知識が完全となるのは、遍き恵みを与える時
他の人々に益のない知識は
　我々の前では、あってもなくても同じなのだ
　実のところ、rパソジャーブ協会の詩会」運動に関しては、具体的な資料がほとんどなく、第
1章で見たように、その終了の理由も不明であるが、実際に何回詩会が開催されたのかという基
本的な点すら不明であると言わなければならない。ギャルサソ・ド・タッスィーは、1875年のヒ
ソドゥースターニー語の発展を振り返りつつ、「3月の会合のために、『文明』というのが、詩会
の題駅こ決定された。その時から今までに数回の詩会が行われた」と述べており、10回以上の詩
会が開催された可能性もある（17）。詩会運動の歴史的解明は、尚、今後の課題なのである。
（1）
（2）
　
A
3
4
v
v
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　サフィヤ・バーノーによると、第5回詩会の行われたのは、1874年10月8Hである。下記の書を参照。
　＄afiyah　Ban6，　Anjunurn－e　Paniab：7珈7雌一〇－ZKkidntht，　Karachi，1978．
　第5回詩会から第8回詩会までの参加詩人については、タバッスム・カーシミーリー編窪アーザード
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネ　チャ　
詩集』に収められているアーガー・ムハソマド・バーキルの「自然の詩」を参照。
　ムムターズ・アリー版でも169詩句ある。但し、語句はかなり異なる。
　Aslam　Farru雛冨，1頃‘加η捌厩願嫌魏滋認：伽）費如z｛7　To頒πΣア，　Vo｝．1，Karachi，1965，　pp．279－280．
　ファッルキーによると、アフマド・カーソのこの手紙は、アーザードへの返事である。アーザー9の
手紙は残っていないとのことであるが、「お知らせの状況が分かりました。全く悲しむべきことです、
一度もムスリムの間には一致を見たことはないのです。詩に対する賛否と互いの対立とは鴉物なのです
が」というアフマド・カーソの手紙の文懸から、詩会を巡る対立を知らせる内容のものであったと推測
される。
　尚、アフマド・カーソは、この手紙の中で、次のように、詩会を高く評鏑している。
潔uattww
　「私のずっと古くからの願いは、この詩会によって実現しました。我が詩入達が自然の諸栢の叙述に
関心を持つように、と私はずっと願っていたのです。」
　また、アフマド。de　一ソは、1875年2月7簾付けの響倫理の純化2（Tah曲lb　a1－A㎞1aq）に文芸に
関するXッセイを執筆・掲載し、その中で、「ラホールでナチュラル・ポエトiJ一の詩会が麗かれた
1874年のあのffは、ウルドゥー語の文学の歴史に永遠に記憶されるであろう」と記し、さらに次のよう
に言葉を続けている。
　「パソジャーブ州知事閣下とパソジャープ州教育局長ホルロイド氏は、この詩会の設置に多大の関心
を払った。このことに対する感謝は、我が罠族の義務である。我が筑族の有能な人士も、これに関心を
向けた。マウラヴィー・ムハソマド・フサイソ・アーザード（ラ」t・　一一ル・ガヴァメソト。カレッジ　ァ
ラビア語教授）は、この詩会の設立と存続に誰よりも力を尽くした。その性格の力強さ、内容の清らか
さ、語句の荘重さ、表現の仕方から我々は教訓を得ている。『パソジャーブの太陽誰（Af係b－e
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Panjab）に掲載されたアーザードのマスナヴィー『平和の夢』は、我々の心を惰眠の夢から昌覚めさ
せる。パソジャーブ州教育局捌翻訳宮’マウラヴィー・カージャ・アルターフ・フサイソ。ハーリーのマ
スナヴィーは、我々の心の状態を一変させた。窪パソジャービー・アクバール』に掲載されたハーリー
のマスナヴィー『愛国心』とマスナヴィーil慈悲と正義の論争』は、全く、我々の時代の傑作である。
その言葉の簡潔さ、叙述の演浄さ、思想の高尚さは、我々の心を思わず引き付ける。それらのマスナヴィー
は、溝流よりも心地よく、叙述、言葉、詩興、単語の配列、簡潔さ、溝浄さに於いて何と素晴らしいこ
とであろうか。心に染み入ってくるのである。勿論、我々のこの自慢すべき詩人達は、今尚、ネーチャー
の領域に到達するために前進しなければならず、また、その詩句をナチュラル・ポエトリーに匹敵させ
るためには、数多くのことをなさねばならないというのは確かである。しかし、これらのマスナヴィー
を見ると、思考に少しは変化が生じたと確かに思われてくるし、また、こうも思われるのである一
もし我が民族がこの素晴らしいネーfF　ee　一とVNう内容に関心を向け、そしてミルトソやシェークスピア
の思想に注意を向け、恋愛という内容、空想的な内容と事実の描写という内容、ネーチャーという内容
との間にある違いに心を留めたならば、この優れた入々によって我々の民族の文学は如何に素晴らしく
なることか、と。そして我々もまた、我々の民族の詩入の誰かを、あたかもヨーロッパの人々がミルト
ソやシェークXピアを誇るように、誇るHが必ずや来るであろう、と。事実の描写という内容とネーチャー
という内容は近似しており、両者は混澗されるが、しかし、実際には前者は後者と全く異なる。前者は
一つの外而的状態であり、後者は内面的なのである。この後者にこそ心を感動させる力がある。未だ我
が民族の作最は、外面的状態の方に多く闘達しているが、急速にそれは内葡的状態にも到達すると期待
できるのである。」（ファッルキー、上掲書、pp．280－282．）
　ムムターズ・アリー版では、191詩句。語句の異岡がある。
　この詩の中でもバーり一は、次のように、ヒソドゥーを意識した詩句を入れている。
ラーヴァナの軍勢を戦翻で潰滅させたのは誰ですか
　火をランカーに汝以外の誰が放ったでしょうか
両親の従願で善良な患子達は
　ラーマ、ラクシュマナのようにそこでは放浪しているのです
　
　7
8
v
v
（9）
（10）
　（前者は「慈悲」が「正義」を非難する場面、後春は「正義」が反論する場薗で用いられている。）
Maq毎lat－e　Garcin　de　Tassy，　v◎L　2，Karachi，1975．P。38．
　lbid，　pp．151－152。
　尚、引用文では、ホルロイドを協会の創立者としてあるが、これは、ギャルサソ・ド・タッスィーの
誤解。
　ムムターズ・アリー版では、117詩句。語句の異岡がある。
　アーザードが、詩の題名を何故Wldガーe　muruwwatとせず、　Wida‘－e　in＄誠fとしたのかは不明であ
る。ファッルキーは、アーザーダが、muruwwatとin語fとを岡じものと考えていたのではないか、
と推測している。　（Aslam　Farrukh1，　Aの｛加ηz”10ゴ疎‘s砺z　Azitd：／：laY－at　aZtr　TasanEf，　voL　2，Karach｝，
1965，p．582．）
　尚、muruwwatには、「男らしさ」、「礼儀正しさ」、「寛大さ」、「慈悲」、「美徳」といった様々な意味
がある。
Ma（7観観一e　Gαγc∫πde　Tαssジ，　vOl．2，pp．玉52－153．
　尚、ギャルサソ・ド・タッスィーは、この詩会に溺連して、パソジャーブ協会会報の次のような論説
を紹介しているが、これを晃ると、詩会0）運営者達が、若い詩人を積極酌に動員してウルドゥー詩改革
の詩会を推進しようとしていたことが分かる。
　「もし、豊欝な思想を持ち、雷語の美を持つ詩人達が、このことに関心を持つ青年達に、この詩会に
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参加するよう勧めることができ、そして練習と添削を与えて、彼等をこれのために準縮させることに留
意したならば、優れた詩作への関心はイソド中に広まり、その影響は不滅なものとなるであろう。詩会
の創始考達の念頭にあった道徳的敬革という冒的は達成されることであろう。」
　ムムターズ・アリー版では、119詩句。語句の異同がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネ　チャ　
　アーガー。ムハソマド・バーキルの「自然の詩」にも、ギャルサソ・ド・タッスィーのMaq蚕IAtに
も言及がない。
　Muhammad　S蚕d三q，　Alb－e　ffaンat　ki　Uindiyat　mept　aur」Ditm’e　Mag伽min，　Lahore，1973，p．106．
　ムムターズ・アリー版には、収録されていない。
　謎（1）で挙げた文献を参照。
　ムムターズ・アリー版でも33詩句あるが、多少語句が異なる。
Maqalat－・e　Gαrct’n　de　Tassy，　Vol．2，p．153．
　尚、ギャルサソ・ド・タッスィーは、1876年のヒソドゥースターニー文学を園顯しつつ、以下のよう
に述べている。
　「これに関して、パソジャーブ州政府の指導の下、ラホールで行われている詩会についての記事は、
今年の新聞には現われなかったと言わねばならない。尤も、デリー、カルカッタやイソドの他の大都市
では、その好評が今尚続いているQ」（上掲書、p．311．）
（1991．9．17受理）
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